












The Discourse about Asia of KUGA Katsunan and in




The object of this paper is to look into the transition of discourse about Asia in
'The Nippon' one of the most famous newspapers in the period from 1888-1894, in
the Meiji era. The president and chief editor of 'The Nippon' was KUGA Katsunan
who was known as a nationalist. 'The Nippon' was a strong opponent of the treaty
revion plan and Westernization by the government, which led the newspaper to
posifively estimsating Asian countries and its civilization. But when the Sino-
Japanese War broke out, the viewpoint of 'The Nippon' about Asia changed and its
standpoint approached that of the Government.

























ナリズム』未来社、 1958年)、松本三之介「明治前期の保守主義思想」 (『近代日本の政治と人間』創文社、 1966年)、
植手通有「平民主義と国民主義」 (岩波講座『日本歴史』近代2、岩波書店、 1976年)、米原謙「日本における近代
保守主義の成立とその特質」 (『阪大法学』 104号、 1977年)などである。さらに、近年では、掲南の自由主義の側
面に注目する傾向が見られる。もっとも包括的な研究を行ったのは本田逸夫悶民・自由・憲政-陸掲南の政治思
想-』 (木鐸社、 1994年)である。
2)例をあげると、山口一之「陸相南の外政論-明治三一～三三-ト、 -2-」 (鞠沢史学』 27,28号、 1980,1981年)、
遠山茂樹「陸指南の外政論-とくに日清戦争前後の時期を中心として-」 (帽浜市立大学論叢』 24巻2 , 3号、 1973
年)、坂野潤治『明治思想の実像』 (創文社、 1977年)、酒田正敏F近代E]本における対外硬運動の研究』 (東京大学
出版会、 1978年)、山口一之「陸掲南の外政論-義和団事変と善後策」 (『駒沢史学』 35号、 1968年)、穎原善徳「日
清戦後における陸指南の対外政策論」 (『日本歴史』 541号、 1993年)など。また最近、渇南の対外論について包括
的な研究を行ったものとして、朴羊信「陸指南の政治認識と対外論(1)-(4ト公益と経済的膨張-」 (『北大法学論
集』 49巻1,2,5号、 50巻1号、 1998年)がある。さらに、渇南の対清認識について最近の研究に、李向英「陸渇

























































































































































































































































































































20) 「大日本膨張論」 F徳富蘇峰集　明治文学全集　34』筑摩書房、 1974年、 265頁
21)前掲『陸奥宗光』 148亘
22)この点について、小宮一夫F条約改正と国内政治j (吉川弘文館、 2001年) 226頁以下、米原前掲F徳富蘇峰丸96
頁以下などを参照。
